
























蔵書数 54,212冊 年間受入冊数 1,999冊
所蔵雑誌種類数 1,981種類 年間受入雑誌種類数 286種
入館者数 100,944人（延べ人数）
貸出総数 7,749点











































































・学修行動の把握 → タブレット？ スマホ？ 使い方調査
・見える化の工夫
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納品チェックの
ためのアクセス 予算獲得のために
この実績が必要
Maruzen eBook 
Library 利用統計より
地域の情報資産の活用
浜松市立図書館との連携
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利用者カード作
成、電子書籍ID
配布、利用説明
会の実施
多読資料の利用
講演/講習会の実施
除却資料の譲渡
電子書籍の可能性（医学部編）
１０
・医学部の学生は自分の本を大量に持ち歩く
→ 電子書籍なら、持ち歩きラクラク
・研修中の臨床現場で、急な調べもの！！
→ 病院内からタブレットで確認
・手術の手技等は電子書籍内の動画で確認
→ 手順書や写真よりもわかりやすい！！
可能性は無限大→これぞスマート・ライブラリ
出版社の方へ
１１
学術書籍の
電子書籍の出版
モデルをともに
考えましょう
版次の古いもの
は電子化されても
不要です。
（医学分野）
共通・統一の
プラットフォーム
があると、うれしい
です。
でも、他の分野は
アーカイブ機能への
期待もあるかな？
書籍の枠を超えた新しい何かを
一緒に作っていきましょう！！！！
本学の場合は…
単科医大だからこその挑戦
・黒歴史に名前を刻む覚悟で→大学の目指す光ある未来
・あくまでも「構想」→何も実現できていないのが現状
・とはいえ、本を除却してしまったので、もう後戻りはできない。
・何をすべきか。大学の方向性にそって考える。
・図書館飛躍のための千載一遇のチャンス
附属図書館長のあいさつより抜粋
欧米の数百年の歴史を誇る図書館では、そこにいるだけで「知の拠点」
としての威厳と存在感を感じることができます。存在そのものが「知識」と
「知恵」を与えてくれるようです。
たかだか四十有余年とは言え、先達が残してくれた貴重な図書を手放
すのは大変心苦しい限りです。引き換えに確保したスペースに展開した
「議論」の場で、新しい世代が新しい感性で「知の拠点」の足跡と息吹を感
じ、「智を愛し希求」してくれることを願います。
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